
　複合的な環境制御装置を導入すれ
ば、気温、湿度などの複数のデータを基
に施設内の設備を遠隔または自動でコ
ントロールすることが可能になります。こ
れによって作物に適した環境を調節す
るための作業負担が軽くなり、より収量
向上・労働生産性向上につながります。

　生産性の向上が期待できる施設園
芸農業ですが、もちろん課題もあります。
最も重要な問題が「コスト」です。設備
の導入コストだけでなく、月々のランニ
ングコストも考えなければなりません。
施設運営経費の内、光熱動力費の割
合が4割になるという農林水産省の試
算があり、灯油など燃料価格や、電気
料金には大きな影響を受けます。潅水
設備の井戸ポンプは電力量も大きくな
りがちです。

収益性を上げる農業 ～施設園芸農業～NEWS

今、注目の「事業再構築補助金」

～知っておきたい災害時の食の備え～

通称：思い切った補助金

　「事業再構築補助金」とは、コロナ
不況で経営難にある中小・中堅企業に
対し、新分野展開や業種・業態転換等
の取組みを支援する補助金です。令
和３年度中に４回程度実施する予定と
なっています。
　注目すべきは、中小企業で最大1億
円の補助額と、建物の建設費、 建物
改修費、撤去費が補助対象経費に含
まれている点です。
■「事業再構築補助金」の対象
　「事業再構築補助金」の対象は、
　⑴ 直近の売上が下がっている
　⑵ 事業再構築に取り組む、
　⑶ 支援機関と事業計画を作成する
　上の３つが必要です。
■支援機関との事業計画作成とは？
　事業計画書では、コロナ禍でも採算
が見込める合理的で説得力のある事
業計画が必要です。以下のようなポイ
ントを盛り込む必要があります。

障がいのある方のための防災スキル

●現在の企業の事業、強み・弱
　み、機会・脅威、事業環境、事
　業再構築の必要性
●事業再構築の具体的内容
　（提供する製品・サービス、導
　入する設備、工事等）
●事業再構築の市場の状況、
　自社の優位性、価格設定、課
　題やリスクとその解決法
●実施体制、スケジュール、資
　金調達計画、収益計画（付加
　価値増加を含む）

　障がいのある方が、楽しみながら「防災」を考え、日常生活や災
害時に役立つスキルを身に付けることができる４回シリーズの講座。
障がいのある方と一緒にスキルを学びたい、という方も大歓迎です。
（定員20名程度）講師は日本赤十字短期大学の及川真一氏。

　「施設園芸農業」とは、ビニールハ
ウス等を利用して野菜などの園芸作
物（野菜類・花き・果樹）を栽培すること
で、天候や外気温の影響を減らして比
較的安定した生産ができる農業形態
の1つです。
　施設にはパイプハウスをベースとし
て、天窓やカーテンの開閉を自動でで
きるもの、ボイラーなどの加温設備が
あるもの、センサーを連動させた溶液
栽培施設等の環境制御装置を備える
ものなど、さまざまな形態があります。

　「路地作」に比べ、イニシャル・ランニ
ングコストがかかるにも拘わらず「施設
野菜作」を選択する理由に多いのは、
面積当たりの「収益性」が高いため。そ
の差は、全国平均データを見ても約３倍
となっており、小さな面積でもより大きな
所得を得られていることがわかります。
　また、環境制御装置を備えた施設園
芸農業では、天候や外気温に左右され
ず安定した環境での栽培が可能となる
ため、計画的・安定的な収穫が期待で
きることもメリットです。
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※国土交通省着工棟数統計から

■参加無料。講座は令和3年9月から開始。
■申し込みは令和3年5月12日㈬から開始となります。

　事業計画は、認定経営革新等支援
機関とともに作成することが条件とな
ります。
　税理士、民間コンサルタント、商工会、
商工会議所などの認定経営革新等支
援機関に、申請までのスケジュールを

加味して早めに相談しましょう。※補助
金額3,000万円を超える場合は、金融
機関の参加も必要です。建物の計画
や概算検討については、やまと建築事
務所でもご相談承ります。
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▲経済産業省のWEBサイトで詳細が発表
　されています。

テ　ー　マ開催日
備蓄の新しい方法
ローリングストックについて9/18 ㈯

10/  2 ㈯
11/  6 ㈯
12/11 ㈯

長期間保存できる非常食を知ろう
（保存食・備蓄食品・防災食品）

災害時に役立つアウトドアスキルを
身に付けよう（日用品を活用した調理）
災害時に役立つアウトドアスキルを
身に付けよう（アウトドア品を活用した調理）

　農業で利益を上げるためには、「収量UP」「単価の高い作物」「運営コストダウン」などがポイントとされています。設計事
務所の情報誌面で「農業」を取り上げることは意外に思われるでしょうが、農業経営においても「施設づくり・運営方法」は重
要であるため、今後数回に渡りご紹介いたします。

　施設園芸農業で「利益」を高めるた
めには、「低コスト化」と「省力化」で支
出を抑えることが重要と言われています。
　国や県などの支援制度（補助金）を
活用しながら、環境制御技術を積極的
に導入することが望まれます。また、光
熱費の無駄を削減することで、収益性
が改善します。補助事業の応募にあた
っては、ハウス単体のみならず、電気や
給排水などのインフラ設備を含めたト
ータルの設計検討と、それらの総工費
の把握が重要です。ランニングコスト
低減の視点は必須です。
　また、事業費が高額になる場合、施
工業者を入札で決定しなければならな
いため、図面類の準備の他、入札会の
開催も必要になります。
　農業資材事業者への相談と同時期
に、設備を含めたトータルコスト検討や
入札準備支援も可能な設計事業者へ
も相談しておくことが望まれます。

課題はランニングコスト

生産性が向上する「スマート農業」

施設園芸農業とは？ 施設園芸農業のメリット

コストダウンと補助金の活用がキー

なぜ
選ばれる？
　

・栽培パイプハウス
　56棟 18,870㎡（1.9ha）
・育苗パイプハウス　1棟
・潅水設備ハウス　２棟
・作業所（出荷調整）棟　1棟
・休憩所棟　１棟  他
施工業者●はりま建設㈱〔１期分〕
設計監理●㈱やまと建築事務所

・栽培ハウス（鉄骨）
　10棟 6,000㎡
　（0.6ha）
・出荷調整施設  他

施工業者●㈱荒屋鋪建設
設計監理●㈱やまと建築事務所

事業目的●「きゅうり」の園芸ブランド化
　　　　　と単価向上
事業期間●令和２～３年度
事業支援●秋田県（仙北地域振興局）・
　　　　　美郷町（農政課）

千畑地区　園芸メガ団地事業
（ネットワークタイプ）

①農事組合法人　中野園

②㈱たかはし農舎

整 備 計 画

事例紹介

事業用施設の設計、建築プロジェクトの戦略・運営支援

■店舗や福祉事業所などの新設
■国県市の補助事業への応募方法
■今利用している施設の増改築

大仙市大曲大町2-24

2019年医療福祉用建物の設計件数 秋田県南地域No.1
本　社

大仙市大曲中通町7-15　コレクトビル2Fサテライトオフィス 建築相談会行っております

0187-73-5955 受付時間
平日9：00～18：00☎

お気軽に
ご相談
ください！

1面
2･3面
4面

農業で収益性を上げるために
施設のメンテ、どこからNG？
思い切った補助金／防災食の備え!
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